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１ 町民検討委員会ワークショップの概要 

（１）町民検討委員会ワークショップの目的 

2009 年度（平成 21 年度）に策定された第６次別海町総合計画が、2018 年度（平成 30

年度）をもって終期を迎えます。 

総合計画とは、別海町が目指すべき将来像を、10 年先を見据えて総括的に策定するもの

であり、その策定に住民の意見は欠かせません。 

本ワークショップでは、新たな総合計画を策定するにあたり、町民の方々のご意見を広

く反映すべく、全５回を開催し、「保健・医療・福祉」、「地域コミュニティ」、「つながり・

交流・ネットワーク」、「定住・移住」、「歴史・文化」、「産業」、「観光」、「雇用」、「子育て」、

「教育」、「生涯学習」、「芸術、スポーツ」、「防災、防犯」、「交通」、「都市整備」、「環境」

の分野についてそれぞれご意見をいただきました。 

10 年先を見据え、これからの別海町をよりよく発展させるため、ワークショップで生ま

れた住民の方々のご意見を検討し、その中から、新たに策定する別海町総合計画にふさわ

しい意見を選考し、反映いたします。 

 

 

（２）開催日時 

テーマ 開催日時 開催場所 人数 

第１回 

「現状を知りましょう」 

４月 16 日（月） 

18：30～20：30 
役場 101・102 会議室 18 名 

第２回 

「住み続けたい別海町」 

５月 29 日（火） 

18：30～20：00 
役場 101・102 会議室 17 名 

第３回 

「元気な別海町」 

６月 25 日（月） 

19：00～20：30 
役場 101・102 会議室 18 名 

第４回 

「人を育む別海町」 

７月 18 日（水） 

19：00～20：30 
役場 101・102 会議室 17 名 

第５回 

「快適で安全な別海町」 

８月８日（水） 

19：00～20：30 
役場 101・102 会議室 14 名 
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２ 提言等 

（１）保健・医療・福祉 

提言等 

現状や実体験 

・運動不足を解消し、病気を予防するためにもスポーツジムが

必要だと思う。 

・病院、医者、小児科が充実しなければ子どもを産みにくい。 

・医師を確保し、質のいい医療体制を整備する必要がある。 

・町で子どもを産めることが重要だが、難しい出産への対応は

困難だと思う。 

・福祉の労働と賃金が見合っていない。 

・福祉サービスのアピールが不足している。 

・老人福祉施設は充実しているが、人材が不足している。 

・お年寄りは元気にしている。 

・介護の情報も介護士も不足している。 

・高齢者施設が不足している。 

・農家は、搾乳の時間に子どもや高齢者を見ることができない。 

・全く身内がいない高齢者がいる。 

理想の想像 

・健康で生き続けてもらえたらよい。 

・小児科や助産師が充実したらよい。 

・総合病院があるとよい。 

・介護報酬が上がったらよい。 

・農家のニーズに合ったサービスがあるとよい 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・医療については小児科に特化すべきである。 

・町民の声を反映させる病院づくりを進めるべきである。 

・資格がなくても手伝えることがあれば、協力できる町民を活

用すべきである。 

・情報を得る機会をつくり、周知すべきである。 
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（２）地域コミュニティ 

提言等 

現状や実体験 

・町内会の後継者が育たない。 

・町内会の会合に、仕事が忙しく（ヘルパーがいない）親子で

参加できない。 

・町内会館を利用している。 

・コミュニティに若者が入りづらい。 

・ボランティア活動の参加が少ない。 

・別海町は広いため、人のつながりが薄いと感じる。 

・地域ごとに取組がバラバラである。 

・地域ごとに役場支所があると、人が集まり、動くのではない

かと思う。 

・リーダー的人材が不足している。 

・町の自然のことを町民が知らないなど、外部からの関心に内

部が無関心である。 

・情報が入ってこない。 

 

理想の想像 

・子どもたちの遊べるスペースがあるとよいと思う。 

・年齢層ごとの集まりがあったらよいと思う。 

・リーダー力を発揮できたらよいと思う。 

・誰にでも優しいまちづくりを進めたらよい。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・役場の出張所等をつくり、各地域に職員を配置すべきである。 

・別海町について教えることができる人を育てるべきである。 

・町民参加型のボランティアを充実すべきである。 

・行政の情報提供を充実すべきである。 

 

 

（３）つながり・交流・ネットワーク 

提言等 

現状や実体験 

・情報が少なく、発信が下手だと感じる。 

・地域には FM ラジオがある。 

・広すぎるネットワークの中で、地域ごとに意見が異なり、地

域同士の関わりも弱いと感じており、各地区が独立しすぎて

いる。 

・農協、商工会の青年部の交流の機会が少ない。 

・ＨＰは情報が多く、欲しい情報を探しづらいし、それだけで

は周知が不十分だと思う。 

理想の想像 

・視点の違い、見方の違いはあるが、地区ごとの連携を強化し

た方がよい。 

・リーダー力を発揮できる、自分たちで決めることができる団

体ができたらよい。 

・後継者リーダーをつくるとよい。 

・リーダーとなる人材を育成するとよい。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・地域ごとのリーダーの集まりを開くべきである。 

・まちを繋ぐ拠点化が必要である。 

  



 

6 

（４）定住・移住 

提言等 

現状や実体験 

・住宅については、一戸建て希望者が多い。 

・家賃が高いと感じる。 

・別海町内には、住むことのできる住宅があまりないと感じる。 

・住むところについて情報もなく、仕事も探すことができない

ので、移住者への職や住居の紹介が必要である。 

・やりたい仕事がない、若者が求める労働環境ではないと思う。 

・生活は、車があればなんとかなる。 

・自衛隊員が町外に住んでしまう。 

・移住促進のために、住むところや働くところを紹介するシス

テムがない。 

・移住者を呼び込む以前に、住居の整備が必要である。 

・民間でアパート建設するならＪＡが運営できるのではない

か。 

理想の想像 

・安く住める家やシェアハウスがつくれるとよいと思う。 

・住居の改築等ができる業者の情報が入手できたらよいと思

う。 

・一軒家を整備するなど、移住者のニーズに対応するとよいと

思う。 

・スピード感をもって住居や職を決められるとよいと思う。 

・移住に関する情報をアプリで発信できたら、移住希望者が情

報を入手しやすいと思う。 

・コミュニティや医療の充実が、移住につながっていくと思う。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・Ｕターン希望者への対応を行う必要がある。 

・住居に関する相談に対応をするワンストップ窓口をつくるべ

きである。 

・不動産の情報を充実すべきである。 

・移住希望者の受入れ状況をもっとオープンにすべきである。 

・移住者が働ける環境づくりを進めるべきである。 

・空き家を活用するために、町民と連携をしながら情報の集約

や周知をすべきである。 

・空き家マップを作成すべきである。 

・使っていない教員住宅や、町有地を活用すべきである。 

・別海町内で働く教員は、町内に住むべきである。 

・行政が住宅を斡旋すべきである。 

・行政が新しく来た方の窓口になるべきである。 
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（５）歴史・文化 

提言等 

現状や実体験 

・町内には郷土資料館や野付半島があるものの、こうした歴史

や文化を知る機会が少ないと感じる。 

・歴史や文化の情報をどこで入手したらよいかわからない。 

・旧駅舎が利活用されていない。 

・別海の歴史について学校で学ぶ機会が少ない。 

・歴史遺産の見学には町外の人が参加することが多いと感じ

る。 

・町民が別海町の魅力を知ることが重要だと思う。 

・１度町の外に出ると、別海町の魅力に気づくことができる。 

・地域の歴史の語り部が減ってきていると思う。 

・町について、町民が語れなくなってきている。 

 

理想の想像 

・幅広い分野について、展示等で情報発信をしたらよいと思う。 

・期間を設けて特別展示をしてみたらよいと思う。 

・パンフレット、ポスターをコンビニに設置するなど、設置場

所を増やしたらよいと思う。 

・実際に体験することで、町の文化や歴史を知ることができる

と思う。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・簡易気動車の走行、体験乗車をすべきである。 

・イベントや行事、団体に所属すると文化に触れることができ

るため、サークルや団体の紹介が必要である。 
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（６）産業 

提言等 

現状や実体験 

・酪農は後継者不足である。 

・１次産業があってこその、他産業だと思う。 

・酪農の規模が２極化している。 

・酪農は国の補助金ありきだと思う。 

・酪農に伴う、ふん尿問題がある。 

・酪農を体験したい人はいっぱいいると思う。 

・酪農体験にフェイスブックから若い女性がくるケースもあっ

た。 

・別海町が生乳生産量日本一だということを町外の人が誰も知

らない。 

・育てる漁業をしている。 

・漁業者は、漁協組合員しかなれないため、まだ後継者はいる

が、これから後継者が不足すると思う。 

・加工場も人手不足であり、地元の若い人は勤めてもすぐ辞め

てしまう。 

・外国人就労者は中国からベトナムへシフトしている。 

・河川や林業の重要性を感じる。また、河川の水量が少ないと

感じる。 

・町で実施している起業支援は使いづらい。 

・飲食業の盛り上がりが必要だと感じる。 

・店が減少している気がする。 

・移動スーパーがほしい。 

・商業環境が市街地に偏っていると思う。 

・テナントがなく、補助金の額が少ないため、起業がしづらい。 

・後継者の配偶者がいない問題がある。 

・地場産品を消費できないため、都心部へ流出している。 

・労働人口にお年寄りが多いと思う。 

・自然のよさがある。 
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理想の想像 

・農家の従業員はアパート等から通勤し、住むところと職場を

分けたほうがよいと思う。 

・別海高校で乳牛を飼育したらよいと思う。 

・酪農体験をＳＮＳで紹介したらよいと思う。 

・酪農体験施設「カウパーク」をつくったらよいと思う。 

・酪農と漁業で情報共有を図ることが必要だと思う。 

・町の特産品として、ジビエ料理があるとよいと思う。 

・市街地に道の駅があるとよいと思う。 

・買い物に複合的な施設があるとよいと思う。 

・特産物の直売所があるとよいと思う。 

・行商があったらよいと思う。 

・買物のための、インターネットを使った注文システムをつく

るとよいと思う。 

・人とのつながりがリピーターを生むと感じる。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・酪農のさまざまな仕事を紹介する窓口が必要である。 

・林業については、専門家による長期的な研究が必要である。 

・地域産業を体験できる施設やプログラムが必要である。 

・町内にネットワーク環境の整備をすべきである。 

・プロモーションビデオをイベントやフェアで活用すべきであ

る。 

・酪農、漁業でブランド開発をすべきである。 

・役場に地域活性化専門の「課」をつくるべきである。 
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（７）観光 

提言等 

現状や実体験 

・市街地に宿泊施設が少ないと感じており、ファームインとい

う方法もある。 

・農家民泊では、お客を迎えに行く時間がとれないのでお金を

とれないと思う。 

・尾岱沼にも宿泊施設は少なく、通過型の観光となっている。 

・イベントのほとんどが海側に偏っていると思う。 

・イベントを開催しないと、人が集まらないのが現状だと思う。 

・自然が豊かだ。 

・歴史的、農業的な風景が別海町にはある。 

・野鳥やシカがいて、別海町は風景がすばらしいと思う。 

・アンテナショップ的なところがなく、おみやげが買えない。 

・空き店舗が少ないと感じる。 

・旧標津線を利用したフットパスをＰＲはしたが、あまり周囲

の関心がないように感じる。 

・フットパスに本州の若い女性の関心が高いと思う。 

・管理する人の高齢化もあり、フットパスの管理が大変である。 

・観光スポットの看板・案内標識が少ないと思う。 

・年間を通して魅力をもつ観光が必要だと思う。 

・点在している観光スポットをつなげることが必要だと思う。 

・湖が凍る冬の名所がある。 

・ネイチャーガイドのプロがいるのに、アピールが少ない。 

・山側で遊べるところがないと感じる。 

・景観が悪いところがある。 

・観光は浜や海の方ばかりが注目されているが、山にも魅力が

ある。 

・別海町は何もないことが魅力だと思う。 

・町民が観光にあまり興味がないのだと思う。 

・食観光が充実していると感じる。 

・団体としての活動が看板だけになっていないか、現状維持で

よいのかと感じる。 
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理想の想像 

・空き家を活用し民泊に取り組むとよいと思う。 

・パイロットマラソンの開催時に、宿泊先があるとよいと思う。 

・産業等の体験ツアーができるとよいと思う。 

・産業と観光を結びつけるとよいと思う。 

・都会ではできない体験を提供できたらよいと思う。 

・シーニックバイウェイをできるようにしたいと思う。 

・おもしろいツアーを開催できたらよいと思う。 

・経済効果があるような観光・体験を提供できたらよいと思う。 

・山側にも道の駅がほしい。 

・旧奥行駅まで無料バスを利用できないだろうか。 

・口コミやＳＮＳの力を活用したらよいと思う。 

・若い人に引っ張ってほしい。 

・町民の興味を惹くものがほしい。 

・受入側自身が楽しむことが大事だと思う。 

・姉妹都市バッサーブルグ（ドイツ）との交流を促進するとよ

いと思う。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・道の駅の整備が必要である。 

・魅力を感じる観光スポットが少なく、通過するだけの町にな

っているため、立ち止まる場所や名所が必要である。 

・観光船での移動ルートを整備すべきだ。 

・道路の草が繁殖しているので、ボランティア等の協力を得な

がら刈るべきである。 

・対外的なＰＲの前に町内の意識を変えるべきである。 

・空港からのバスを整備すべきだ。 

・奥行駅を公園にする運動を町民からすべきだ。 

・観光など海側に力を入れすぎているので、地域ごとの特色を

つくるべきだ。 
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（８）雇用 

提言等 

現状や実体験 

・農家がインターネットを使い、個別に従業員の募集をかける

のは難しいと思う。 

・コントラやヘルパー、獣医など、農業は裾野が広い。 

・酪農家と同じ生活を体験してもらうことで就農につなげた

い。 

・酪農の従業員は住み込みで働くことが多い。 

・酪農家は雇われたことがないから、従業員のことがわからな

い。 

・農家における離職率が特に高い。 

・若い女性はバリバリ働きたくて別海町へ来ているし、削蹄師、

人工受精師として働く方に女性が多いので町が明るくなる

と思う。 

・外国人労働者が多い。 

・知り合いのつてがなければ、求人がない。 

・雇用に関する情報がない。 

・再雇用を拒む方々が多くて人手不足になっている。 

・「職」が必要なので、起業支援も充実してほしいと感じる。 

・第１次産業を伸ばしてきたが、今後どうすべきか検討が必要

だ。 

・農協漁協の役割が大きいと思う。 

理想の想像 ・人口を減らさないことが重要だと思う。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・農家も色々な形態があるので、紹介できるシステムづくりを

すべきである。 

・農業系の大学生を受入れるべきである。 

・町で仕事の情報をとりまとめるべきである。 

・別海は住む場所を探すのが大変なため、就職する人が流れて

しまうので、町全体的で受入れる体制をつくるべきである。 

・不動産業的なものが必要なので創出すべきだ。 

・就労ビザで外国人労働者の長期雇用を受入れるべきだ。 

・ボランティアガイドの雇用を積極的に行うべきだ。 

・高齢者向けの仕事を整備すべきだ。 

・友好都市と、雇用に関する情報交換をすべきだ。 

・仕事先の悩みを聞いてくれる団体が必要だと感じる。 

・働ける場所も住む場所もあるが、需給が結びついていないと

感じている。 
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（９）子育て 

提言等 

現状や実体験 

・酪農の時間に合わせた、子育てが必要だと思う。 

・「塾」などの習い事に、時間の関係で通わせづらい 

・新規就農者には、近くにおじいちゃん、おばあちゃんのいる

方が少ない。 

・牛舎まで子どもを連れていっている。 

・子どもの肥満をどうにかしなければいけないと思う。 

・中学生まで医療費が無料である。 

・子育て環境に、別海町内で地域差がある。 

・子どもの預かり等を民間でやるにも場所がない。 

・保育士等の資格がある母親はいると想定される。 

・公園の遊具がつまらない。 

理想の想像 

・外で体を動かせるような機会があればよいと思う。 

・従業員向けの育児ができる託児所が必要だと思う。 

・託児所には空き家を利用したらいい。 

・学校の雪かきをさせて、子どもの運動不足を解消できたらよ

いと思う。 

・子どもが意見を言える環境がつくれたらよいと思う。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・女性の子育てと労働時間のバランスについて対策をすべきで

ある。 

・保育園の定員を増やすべきである。 

・託児所の管理として、行政や農業団体が介入すべきである。 

・必要なときに呼べる保育士がいるべきである。 

・放課後児童クラブを全地区（学校区）に配置すべきである。 

・子育てのために町有の古い建物を有効活用すべきである。 

  



 

14 

（10）教育 

提言等 

現状や実体験 

・中学校の部活が少ないと思う。 

・酪農経営科で学んだことを活かせる進路がないのではない

か。 

・将来の進路に関する情報が少ないと思う。 

・農家は子どもを塾に通わせられない。 

・インターネットで学習したいが、通信速度が遅くてできない。 

・コミュニティスクールが間もなく開始する。 

・「野付学」のような取組がある。 

理想の想像 

・オンライン塾でどこにいても学習できる環境があればよいと

思う。 

・小中高それぞれの生徒が交流できる機会があればよいと思

う。 

・町内で学校を選ぶ自由があればよいと思う。 

・別海高校に、地元の先生がいるとよいと思う。 

・外部講師が授業のお手伝いをするとよいと思う。 

・自分の町に興味を持たせるとよいと思う。 

・町から人を出さないこと、呼ぶことという両面の努力が必要

だと思う。 

・コミュニティスクールを充実したらよいと思う。 

・コミュニティスクールにおけるコミュニケーションをどのよ

うにしていくのか検討するとよいと思う。 

・子どもたちや若い人が、自分で考えて何かするとよいと思う。 

・施設と人があれば教育は問題なく進むと思う。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・週に１回「全校生徒ジョギングの日」をつくるべきである。 

・別海高校にも実習のため牛舎を建てるべきである。 

・地元に戻ったときの就業支援をするべきである。 

・学区を越えて、交流環境を変えられるようにすべきである。 

・部活動の指導をボランティアですべきである。 

・役場内に高校生が活躍できるよう専門の課をつくるべきであ

る。 

・地域の中に入った授業を行い、親や先生以外の大人との関わ

りの機会をつくるべきである。 
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（11）生涯学習 

提言等 

現状や実体験 

・体を動かす機会が必要だと思う。 

・文化活動が知られていないと感じる。 

・遠方の人が利用しやすい施設づくりが必要だと思う。 

・生涯学習センターの情報発信が重要だと思う。 

・生涯学習センターは、日常では中央の人しか利用しないかも

しれない。 

・地域センターに管理人がいない。 

理想の想像 

・生涯学習センターでヨガ教室などを開催したらよいと思う。 

・生涯学習センターに有名な講師、歌手を呼んでほしい。 

・町民が気軽に利用できる、使いやすい生涯学習センターにし

てほしい。 

・コンサート等を開催してほしい。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・情報発信力の強化をすべきである。 

・生涯学習センターとは何か、ＰＲや広報に取り組んでいくべ

きである。 

・生涯学習センターを指定管理するときは、サービスが低下し

ないようにすべきである。 

・生涯学習センターは建物だけではだめなので、人がいるよう

にすべきである。 

・生涯学習センターはコンサートを開催するなど使いやすくす

べきである。 

・文化サークルでもリーダーが積極的に声かけをするべきであ

る。 

・公民館の魅力ある講座について情報を発信するべきである。 

・サークル、クラブ活動に対する道具等の助成を行政がすべき

である。 
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（12）芸術、スポーツ 

提言等 

現状や実体験 

・人数が少なく、各学校でスポーツチームが組めない。 

・スポーツをする子は複数の競技をするが、しない子は一切し

ない。 

・運動を好きじゃない人をどうするかが課題である。 

・子どもの学力、体力ともに低い。 

・子どもたちは通学の際、車で送迎してもらうため歩かない。 

・習い事に時間を取られている子どもがいる。 

理想の想像 

・屋内でできるフットサル環境を整備したらよいと思う。 

・室内スケートリンクがあれば、一年中できるのでよいと思う。 

・個人競技の部活を充実させたらよいと思う。 

・通学を徒歩にしたらよいと思う。 

・高校の美術部の作品をもっと展示する場があるとよいと思

う。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・スポーツ指導者の招致や育成をすべきである。 

・スケートリンクづくりに対して敬遠する親もいるため、対応

を検討すべきである。 

・屋内スケートリンクを整備すべきである。 

・ボランティアでスポーツ指導者確保のための窓口になるべき

である。 

・歩くスキー等を広めるべきである。 
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（13）防災、防犯 

提言等 

現状や実体験 

・町内会などで自主防災組織の活動がある。 

・高齢者等の支援が必要だ。 

・農家にはサイレンが聞こえない。 

・青パトや消防が巡回している。 

・子どものほうがネットに詳しく、大人の対応が追い付いてな

い。 

・外灯が少なく児童生徒が歩くには危ない。 

・災害（クマ出没）があった時、どこで情報を入手したらよい

かわからない。 

・防犯カメラが少ない。 

・消防団が市街にしかいない。 

・海側の避難道路が一本しかない。 

 

理想の想像 

・地域ぐるみの避難訓練をしたほうがよいと思う。 

・地域ごとの防災体制、計画が必要だと思う。 

・災害ボランティアの推進、連携が必要だと思う。 

・誰でも、どこでもわかるような災害周知の仕組みが必要だと

感じる。 

・町内会活動を活発にして住民同士のつながりを密にしたらよ

いと思う。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・もっと現実的な防災組織体制を構築すべきである。 

・防災マニュアル等を周知すべきである。 

・ボランティアの受入、活動体制の整備、役割の明確化をすべ

きである。 

・ネットリテラシーの向上が必要である。 

・女性が危なくないよう、もっと明るい歩道にすべきである。 

・広報などによる情報発信の方法を検討すべきである。 

・クマや事件情報の周知方法として、特定の場所に情報を掲示

すべきである。 
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（14）交通 

提言等 

現状や実体験 

・バスの便が少ない。 

・バス停まで高齢者はたどり着けないので、デマンド交通など

を充実させる必要がある。 

・西春別スクールゾーンにおいて事故が多発している。 

・道路の除草が不十分で見通しが悪い。 

・春になると道路に凹凸ができるので、春先の道路整備が重要

だ。 

・歩道が狭い。 

・除雪車を持っている人の募集について、周知不足である。 

理想の想像 

・歩道のないところには片側でも歩道をつくったほうがよいと

思う。 

・スクールバス、ミルクロードが重要だと思う。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・各地域において、バス停や家までの移動に、スクールバスを

活用できたらよいと思う。 

・積雪による通行止めを早く知ることができるようにすべき

だ。 

・除雪がいつ入るかわかれば、仕事の予定も立てやすくなるの

で、情報を周知すべきだ。 

・除雪車を持った農家と町の連携を進めるべきだ。 

・町道の交通情報を知ることができるようにすべきだ。 

・春先に道路整備を行うべきだ。 

・道路整備に向けて要請活動を行うべきだ。 

・経費削減のために重要道路を明確化すべきだ。 

 

 

（15）都市整備 

提言等 

現状や実体験 

・インターネットがつながらない地域があり、住民が困ってい

る。 

・ネットワーク整備不足は酪農におけるロボット搾乳、分娩に

影響がでてくる。 

・床丹地区へのブロードバンド環境を整備してほしい。 

・人口減が進む中で、税収が限られたものになっている。 

・不動産業や、それに該当する窓口がない。 

・町域が広い中で、市街地とその他の地域に差がある。点在化

が進んでいる中でも同じサービスを受けたい。 

理想の想像 

・ネット授業が可能なくらいの速い回線を整備したらよいと思

う。 

・人口に見合った規模で都市整備を進めたらよいと思う。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・町全体で平等なネットワーク環境を整備すべきである。 
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（16）環境 

提言等 

現状や実体験 

・ゴミの分別が細かくて大変である。 

・ゴミ袋が安い。 

・塩化カルシウムを撒きすぎだと思う。 

・別海町ひとくくりで天気を予報されても困る。 

・水道はよいと思う。 

・浄化槽など、下水道に課題がある。 

・自然が豊かだ。 

理想の想像 

・燃やせるゴミは燃やして火力エネルギーにするとよいと思

う。 

・天気の観測地点を増やすとよいと思う。 

町民ができること 

行政がすべきこと 

・適度な都市整備を進めるべきだ。 
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